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１．来年度事業実施方針

– ２０１２年度の事業を、木質バイオマスエネルギーの活用に注力し、以下の調査事業を行う。

– 木質ペレット工場の新規建設を想定した、ペレット製造事業の事業性評価、ペレット普及促進の可

能性調査、ペレットの流通システムの検討を行う。

– 「食農観ビジネス等推進重点支援地域形成事業」（秋田県）への応募を前提とし、以下のような事

業を実施する。

– 土崎、新屋地区をモデル地区とし、同じ秋田市内でも異なる景観や文化にエコの観点を加え、観光

客が地域の人々や環境と触れ合うことで地域のファンが創出され、リピーターを増やすことができ

るような取組を行う。

地産エネルギー

グリーンツーリズム
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２．来年度事業概要 （地産エネルギー）

共同購入
運搬

環境価値

購入￥

農家

配送

CO2削減量
取りまとめ

焼却灰回収
肥料譲渡

事業実施団体

ペレットストーブ
（家庭）

企業

普及の仕組み検討

・燃料代定額保証付リース
・ビルトイン型住宅
・公共施設への導入
・機器の低価格化

製材工場

CO2

購入￥

購入￥

– 木質ペレット製造から利用までを対象とした、一貫した調査と事業性評価を実施する。

– ペレット利用者を、民間事業者、公共施設に広げ、秋田市内の潜在的ペレット需要量を推計。

ペレット工場

事業概要

ペレットボイラー
（事業所）

・事業所への導入可能性
・経済性評価

調査対象拡大

調査対象拡大

・事業規模
・事業収支
・製造方法
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３．来年度事業実施内容 （地産エネルギー）

– 木質ペレット燃料製造事業に関する経済性の検討

– 木材ペレット燃料需要調査

– 木質ペレットボイラー導入ケーススタディー

– 木質ペレットの販売コスト低減の可能性調査（共同購入、事業規模拡大 等）

– ペレットストーブ設置にかかる初期費用低減可能性調査（リース、ビルトイン住宅整備 等）

– 環境価値の売却可能性調査

– ペレット購入、配送、焼却灰回収の一括した事業の事業性評価

調査項目

共同購入
運搬

環境価値

購入￥

農家

配送

CO2削減量
取りまとめ

焼却灰回収
肥料譲渡

事業実施団体

ペレットストーブ
（家庭）

企業

製材工場

CO2

購入￥

購入￥

ペレット工場

ペレットボイラー
（事業所）

経済性の評価

需要量調査

導入ケーススタディ

可能性調査

費用低減可能性調査

費用低減可能性調査

事業性評価
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４．来年度事業実施内容 （グリーンツーリズム）

活動報告

今後の活動

– 株式会社太陽美人（東京都目黒区、代表取締役社長：渡邉麻美子）からの事業提案

【提案概要】

・ 土崎、新屋地区をモデル地区とし、同じ秋田市内でも異なる景観や文化に触れてもらう

ex) 土崎地区：ふぐ、カスベ、曳山行事など

新屋地区：酒、しょっつる、湧き水、古い町並み、風車など

・ ２つの地区を自転車や徒歩により結ぶことで、より地域に密着した宿泊を伴う観光を目指す

・ 観光客が地域の人々や環境と触れ合うことで地域のファンが創出され、リピーターを増やす

・ ツアーに自転車の利用や発電などを取り入れ、ポイント化等により特典を設ける

– 秋田県へのヒアリング

・ 食農観ビジネス等推進重点支援地域形成事業の趣旨等について

– 民間事業者主導で「食農観ビジネス等推進重点支援地域形成事業」に提案を目指すことを

協議会において確認（２月２０日）

– ターゲット地区および関係者等との折衝（３月中）

– 申請案作成（４月末）

– 「食農観ビジネス等推進重点支援地域形成事業」申請（５月）


